
里山再生整備事業　地区別実施調書

№ 94 地区名 黒部市　下立５区

全体計画

区域面積

区　　分 人工林 天然林
その他

（竹林等）
合計

面　　積 5.6ha 2.4ha 8.0ha

整備の目的

サルによる農作物被害の深刻化、クマ出没による人身被害の危険回避等、野生動
物との棲み分けを図るため、林内をあかるく見通しのよい里山を目指す。

管理利用の計画

区　　分 内　　　　　　　容

管　　理

・地域住民が主体となって、ボランティアの協力を得ながら林縁部の定
期的な刈払いを行う。

・管理は整備の翌年から３年以上行う。

利　　用

・地域住民との交流の場として活用する。

年度別事業計画
事業期間：平成 21 年度 ～ 平成 23 年度

年　　　度 全体計画
H21 H22 H23

備　　　考計画 計画 計画
実績 実績 実績

管理利用計画策定 8.0ha
8.0ha
8.0ha

里

山

林

整

備

広 葉 樹 林 等
整 備

4.0ha
2.0ha 2.0ha
2.0ha

竹 林 整 備

竹 林 林 種
転 換 整 備

被害林等整備

そ の 他

合 計 4.0ha
2.0ha 2.0ha
2.0ha

県民参加の森づくり 3年
1回

23名

里山活用促進事業

※県民参加の森づくりの参加人数のうち、（　）内は地域住民以外のボランティアの参加人数

森づくり推進班
テキストボックス
別冊１



位置図

凡例

計画区域

整備区域

航空写真

凡例

計画区域

整備区域

計画概要図

凡例

計画区域

整備区域

下立　５区

下立　５区

下立　５区



平成21年度実施状況
平面図

凡例

計画区域

整備区域

実施状況写真

整備前の状況 整備後の状況

県民参加の森づくり

特記事項

（整備の方針）
・サルによる農作物被害の軽減やクマ出没による人身被害の危険回避等、野生生物との棲み分けを
図るため、林内を明るく見通しの良い里山を目指す。
（事業の実績）
・野生生物が頻繁に出没する地区であることから、広葉樹の整理伐及び地域住民による林縁部の刈
り払いを実施した。
・その結果、野生生物との遭遇を早期に回避できるくらいの見通しとなり、安全性が確保された。

H21年度整備区域：2.0ha

H21年度県民参加の森づくり



里山再生整備事業　地区別実施調書

ID № 59 富山市　婦中町　小長沢

全体計画

区域面積

※重複あり
整備の目的

管理利用の計画

年度別事業計画
事業期間：平成 20 年度 ～ 平成 22 年度

※県民参加の森づくりの参加人数のうち、（　）内は地域住民以外のボランティアの参加人数

その他
（竹林等）

合計

地区名

H20 H21

利　　用

・散策に利用するなど、またボランティア団体や企業へ積極的に活動の
場として提供していく。
・木竹を薪等の材料として、交流イベントなどで活用する。
・水辺空間整備により、地域及びボランティア等のいこいの場として活用
する。

管　　理
・地域住民が主体となって、ボランティアの協力のもと、作業歩道の定期
的な刈り払い等を行う。
・竹林皆伐地の維持及び集落による広葉樹の植栽を行う。

4.7ha

H22

人工林 天然林

7.5ha 2.5ha

・この地域には、県道から見える、竹林及び広葉樹、被害林の整備により明るい里
山の再生、こぶしの花が咲き、ホタルの飛び交う里山作りを目指す。また、ボラン
ティア団体との交流の場の創設を目的とする。

区　　分

面　　積

全体計画
実績

休憩所

8.8ha

0.6ha

歩道開設
2,052mほか

3年県民参加の森づくり

里 山 活用 促進 事業

被害木等整理

そ の 他

計画
実績

里

山

林

整

備
合 計

13.8ha

2.5ha

5.7ha

計画

13.8ha
13.8ha

計画
実績

0.1ha
0.1ha
1.0ha
1.0ha
0.3ha
0.3ha

３２０ｍ
３２０ｍ

26名(0名)
1

1.4ha
1.4ha
1

32名

0.6ha
3.7ha
3.7ha

1
4.5ha

0.2ha
0.2ha
370m
370m

4.5ha

1.8ha

1.0ha

1
1

竹 林 整 備

参加実績人数

1362m

2.9ha

歩道開設

0.1ha

0.6ha

13.8ha

区　　分 内　　　　　　　容

備　　　考年　　　度

管 理 利用 計画 策定

広 葉 樹 林 等
整 備



計画区域

整備区域

計画区域

整備区域

計画区域

整備区域

凡例

位置図

航空写真

計画概要図

凡例

凡例

管理利用計画策定区域：１３．８

全体整備区域：８．７ha

全体整備区域：８．７ha

管理利用計画策定区域：１３．８ha



平成21年度実施状況 

計画区域

整備区域

平面図

特記事項

実施状況写真

（整備の方針）
竹林については、拡大防止に努めるとともに筍の採取も管理しながら整備を継続する。
広葉樹林では、森林内でのレクリエーション利用を目的に歩道の整備と管理も併せて行う。

（事業の実績）
平成2１年度では、県民参加の森づくり事業として、竹林の伐採及びチッパー機による粉砕を行った。
また、今後継続して里山を管理・利用していくための活動拠点として、里山活用促進事業を活用して
休憩所を設置した。

整備前の状況 整備後の状況

休憩所（里山活用促進事業） 県民参加の森づくり(H2１)

凡例

管理利用計画策定区域：13.8ha

H21年度整備区域：4.50ha



里山再生整備事業　地区別実施調書

№ 65 高岡市　福岡町土屋地区

全体計画

区域面積

整備の目的

管理利用の計画

年度別事業計画
事業期間：平成 20 年度 ～ 平成 22 年度

※県民参加の森づくりの参加人数のうち、（　）内は地域住民以外のボランティアの参加人数

1.5ha

合計

地区名

H20 H21

利　　用
・伐採した木竹については、チップ化して周辺森林の表層材として活用
する。
・歩道を整備し、市民の森林浴や自然学習の場として活用する。

管　　理

・里山整備の跡地は、地域住民が主体となったボランティア団体の協力
のもと、林縁部の定期的な刈り払いを行う。
・竹林の間伐跡地には、同ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの協力のもと、再発生したﾀｹﾉｺの除
去や周辺の下刈りを行う。
・管理は整備の翌年から３年以上行う。

1.6ha

区　　分

面　　積

全体計画
実績

その他
（竹林等）

人工林 天然林

0.4ha 2.5ha

4.1ha

2年県民参加の森づくり

里山活用促進事業

被害林等整備

そ の 他

里

山

林

整

備

竹 林 林 種
転 換 整 備

合 計

4.6ha

2.5ha

1.6ha

1.5ha

1.6ha
1.6ha

1.6ha
1.6ha

1
4.0ha

72(0)

4.0ha

1

竹 林 整 備

管理利用計画策定

広 葉 樹 林 等
整 備

4.6ha
4.6ha

区　　分 内　　　　　　　容

備　　　考年　　　度 計画
実績

計画
実績

計画
H22

2.5ha

4.6ha

2.5ha

広葉樹林においては、下草刈りや除伐などにより多様な動植物が生息できる森林
整備を目指し、竹林においては、間伐等により林内に光を取り込み、地域住民に親
しまれる森林の整備を目的とする。



計画区域

整備区域

計画区域

整備区域

計画区域

整備区域

凡例

位置図

航空写真

計画概要図

凡例

凡例

全体整備区域：4.1ha

里山管理利用計画策定区域：4.6ha

高岡市福岡町土屋地区

全体整備区域：4.1ha

里山管理利用計画策定区域：4.6ha



平成2１年度実施状況

計画区域

整備区域

特記事項
（整備方針）
・手入れが行き届いていない里山林において、多様な動植物が生息できる里山を目指し整備する。また森林
浴や環境学習の場としてより効果の期待できる整備を行う。
(事業実施内容）
・広葉樹林において、多様な動植物が生息できるよう配慮しつつ、下草刈りや除伐を実施した。
・地域住民により、昨年度整備地において、新たに発生した竹の伐採や伐採木の整理を実施した。また、遊歩
道の整備も実施した。

平面図

凡例

実施状況写真

整備後の状況 整備後の状況

県民参加の森づくり状況 県民参加の森づくり状況

H21広葉樹林整備：

里山管理利用計画策定区域：4.6ha

H21竹林林種転換：1.5ha



里山再生整備事業　地区別実施調書

№ 76 南砺市　土山その２地区

全体計画

区域面積

整備の目的

管理利用の計画

年度別事業計画
事業期間：平成 20 年度 ～ 平成 22 年度

その他
（竹林等）

合計

地区名

H20 H21

利　　用

・再生された竹林を継続的な維持管理をするため、モウソウ竹の管理技
術の講習会や地元子供達に筍堀を体験させ里山林についての総合学
習の場として活用。また、地元にある炭焼き施設で竹炭焼き体験を開催
し里山林についての意識の高揚を図る。

管　　理
・荒廃竹林の整備後は地域住民主体が主体となって再発生した筍の除
去や中刈りを実施する。
・管理歩道の整備を行う。

0.3

H22

人工林 天然林

1.3ha 6.9ha

・放置された荒廃竹林を整備し、見通しのよい森づくりを目指す。
・単一的な高木層だけでなく、現存する中低木層も除伐し、見通しのよい森づくりを
目指す。
・見通しがよく、人が入り込みやすい明るい森づくりを目指す。

区　　分

面　　積

全体計画
実績

県民参加の森づくり

里山活用促進事業

被害林等整備

そ の 他

里

山

林

整

備

0.3ha

2.9ha

2年

計画

8.5ha
8.5ha

0.3ha

合 計

8.5ha

2.6ha

0.3ha

1.6ha
1.6ha

計画
実績

1

1.3ha
1.3ha

47人
1
1.6ha

歩道350m
歩道350m

1.6ha

実績

竹 林 整 備

住民等の参加
実績

8.5ha

区　　分 内　　　　　　　容

備　　　考年　　　度

管理利用計画策定

計画

広 葉 樹 林 等
整 備

1.0ha
1.0ha



計画区域

整備区域

計画区域

整備区域

歩道350m
歩道350m

0
0

計画区域

整備区域

凡例

凡例

凡例

位置図

航空写真

計画概要図

全体整備区域：2.9ha

管理利用計画策定区域：8.5ha

管理利用計画策定区域：8.5ha

南砺市土山その２地区

全体整備区域：2.9ha



平成2１年度実施状況

計画区域

整備区域

平面図

特記事項

実施状況写真

（整備方針）
・広葉樹林は、リョウブ、サワフタギなどが密生していることから、見通しが悪く森林の各機能も低下しているた
め、除伐の実施により健全な森林の育成を図る。

(事業実施内容）
・本地区は手入れが相当年数行われていない広葉樹林を除伐したことで明るい森林となった。また、今後の管
理利用のために歩道350mを整備した。更に、「県民参加の森づくり」として、地域住民により昨年度整備した竹
林において再発生してきた筍の刈り払いなど、里山の管理作業が行われた。

整備前の状況 整備後の状況

県民参加の森づくり整備後の状況（歩道整備）

凡例
広葉樹林等整備区域：1.6ha
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